
医療法人清風会茨木病院
看護部教育体制



看護部理念

患者さん一人ひとりを尊びいつくしみ、安心できる環境
の中で全人的に関わり、セルフケア能力の向上及び成長
の促進を図り、よりよく生きることを支援します。

看護部教育目的
1.看護倫理に基づいた行動がとれるように人間性豊かな感性を

はぐくむ

2.科学的根拠に基づいた看護実践能力を育成する

3.自分の潜在能力や可能性の成長を信じ、自分も学びつつ、学ぶ

人を応援できるマインドセットになる



看護部教育目的

1.看護倫理に基づいた行動がとれるように人間性豊かな

感性を育む

2.科学的根拠に基づいた看護実践能力を育成する

3.自分の潜在能力や可能性の成長を信じ、自分も学びつつ、

学ぶ人を応援できるマインドセットになる

4.考えや思いを正確に表現し、伝えることのできる力を育てる

5.看護師としてだけではなく、一人の「ひと」として豊かな人生

を送ることができる



クリニカルラダー



看護実践能力を構成する５つの力

日本看護協会は

「意思決定を支援する力」

「ニーズを把握する力」

「協働していく力」

「ケアを行う力」

の４つの力をクリニカルラダーを構成する基盤としています。

日本精神科看護協会では、その４つに

「関係を構築する力」

を加えた５つの力を構成の基盤とします。



関係性を構築する力

精神的健康の回復・維持に
重要な信頼関係の構築

意思決定を
支援する力

協働していく力

ニーズを
把握する力

ケアを行う力

ケアの対象が立ち会
う場面(治療・生活等)
においてその人らし
い選択ができるため
の意思決定を支える

ケアの対象者を中心
に、情報やデータを
多職種間で共有し、
ケアの方向性を検討、
連携する

ケアの対象者をを
とらえ、判断し、
その人に適した方
略を選択する

ケアの実施・評価を行う

看護実践能力を構成する５つの力



クリニカルラダー レベルⅠ

≪レベルⅠの定義≫

基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する

≪レベルⅠ到達目標≫

・基本的な看護手順に従い、必要に応じて助言を得ながら、安全に看護を

実践できる。

・部署のマニュアルを活用し、看護を実践できる。

・自己の教育的課題を発見し、主体的に学習できる。

・社会人として、組織の一員であることを理解し、職場のメバーとしての

役割を全うできる。



クリニカルラダー レベルⅡ

≪レベルⅡの定義≫

標準的な看護計画に基づき自立して看護を実践する

≪レベルⅡ到達目標≫

・根拠のある判断、看護実践ができる・対象者の希望を踏まえ、看護計画に

基づいて、自立して看護を実践できる

・自己の教育的課題達成に向けた教育活動を展開することが出来る

・判断に迷う時は、自ら他者に相談し、メンバーシップを発揮して看護を展開

出来る

・対象者との関わりの中で自身の課題を明らかにすることが出来る

・法人の理念や方針を理解し、組織の一員として、自覚ある行動が出来る

・コスト意識を持つことが出来る



クリニカルラダー レベルⅢ

≪レベルⅢの定義≫

患者に合う個別的な看護を実践する

≪レベルⅢ到達目標≫

・対象者の個別性を理解し、状況に応じた看護を実践出来る

・自身の課題を克服しようと取り組み、自身の強み、弱みを意識して、自身

の持ち味を生かした看護が出来る

・自己の教育活動に積極的に取り込むことが出来、指導的役割も意識して

行動することが出来る

・組織の一員として、効果的かつ効率的に業務を行えるよう、メンバーや

多職種と協働出来る

・看護部や病棟の目標達成に取り組むことが出来る



クリニカルラダー レベルⅣ

≪レベルⅣの定義≫

幅広い視野で予測的判断を持ち看護を実践する

≪レベルⅣ到達目標≫

・全人的に対象者をとらえ、幅広い視野と予測的な判断を持って、対象者中心の

看護を実践出来る

・対象者の満足度を高めるために、チーム全体の動きを把握し、リーダーシップ

を発揮した行動が出来る

・医療全体を理解するために、広い視野で必要な知識を獲得できる

・精神科医療の現状を踏まえて、自分の役割を理解して、業務が効果的かつ経済

的に効率よく行えるようスタッフに指導的に関わることが出来る

・看護部や病棟の理念と方針を踏まえて自己の役割を考え、主体的に行動できる



クリニカルラダー レベルⅤ

≪レベルⅤの定義≫

より複雑な状況において、患者にとって最適な手段を選択し、

QOLを高めるための看護を実践する

≪レベルⅤ到達目標≫

・より複雑で対応困難な状況に置いて、最良な手段を選択し、対象者の満足度、

QOLを高められるよう高度な看護を実践できる

・役割モデルを意識しながら指導にあたり、現状にとどまらず、対象者のために

看護を追求し続ける姿勢を持ち、創造的な看護実践を行うとともに、多職種と

協働出来る

・対象者を尊重できる看護職の育成に関わり、広い視野で教育的な役割をとること

ができる

・精神科医療の現状および所属施設の理念や部門の目標を理解し、積極的に職場の

改革に参画し、看護の質向上のために変革的な行動ができる



対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 担当

4/25 5年目看護師

5/30 古本師長

6/28 古本師長

5/ 7/ 9/ 11/ 1/ 竹内副主任

7/25 古本師長

8/22 古本師長

5/17 8/16 10/18 1/17 街先生

9/26

10/24 古本師長

11/28 古本師長

12/26 古本師長

1/23 古本師長

2/27 古本師長

3/ 教育委員会

4/ 7/ 10/ 看護記録委員会

5/ 9/ 救急救命員会

7/ 11/ D.Dを学ぶ会

5/ 7/ セーフティナース

研修名

2023年度　年間教育研修予定表
茨木病院　看護部　教育委員会　2023/04/01　　

症状・状態別看護　昏迷・引き籠り・て
んかん

１年目グループワーク①

自己理解　類人猿分類

自己理解　自己理解演習

セルフケア理論入門編

家族看護　心を病む人を支えるコツ

精神科医と話そう

症状・状態別看護　不安・睡眠障害・幻
覚・妄想１

年
目
研
修

先輩看護師が教える統合失調症

倫理とは

1年目振り返り

症状・状態別看護　強迫・鬱・躁・拒否・
攻撃

症状・状態別看護　水中毒・摂食障害・
解離

症状・状態別看護　せん妄・認知症

「PPE」

看護記録について

「異物除去」「挿管介助」

「D.Dを学ぶ会とは」「暴力とは」「暴力の兆しと対応」　4/



4/13 5/12

5/ 7/ 9/ 11/ 1/

6/8

8/10

10/12

12/14

3/

6/4 9/ 12/ 3/

6/13 10/10

7/11 11/14

8/8 12/12

9/5 1/9

5/25 10/26

6/22 11/30

7/20 12/21

8/24 1/25

9/21 2/22

3/

看護助手研修

３年目看護部長研修

4年目振り返り

内科研修

他施設実地研修

マインドセット・ポジティブ心理学②

アンガーマネジメント③

アンガーマネジメント④

アンガーマネジメント①

アンガーマネジメント②

看護研究

セルフケア理論

２
年
目
研
修

マインドセット・ポジティブ心理学④

プレゼンテーションをしよう

３
年
目
研
修

マインドセット・ポジティブ心理学①

４
年
目
研
修

そ
の
他

2年目振返り

2年目グループワーク①

抗精神病薬の身体的副作用

抗精神病薬の身体的副作用

マインドセット・ポジティブ心理学④

マインドセット・ポジティブ心理学③

抗精神病薬の身体的副作用

抗精神病薬の身体的副作用

セルフケア理論初級編



茨木病院看護部教育委員会

基本的には、新人から4年目を対象に

「判断力と協働力のある看護師」

「Dr、Ns、コメディカル、患者・家族へ意見を言える看護師」

の育成を目指して、

「プレゼンテーション能力を高める」

ことをテーマに研修をしています。

しかし、研修の内容は経験年数に関係なく受けていただいて吸収できるものが多いも
のとなっていると自負しています。



プレゼンテーション能力を高めよう

≪1年目研修≫
看護師として一番気になる「急変」に関わるテーマを毎回設定し、担当者による講

義を受けながら、グループワークを中心に展開していきます。

グループワークの中で、自分の意見を言葉で表出し相手に伝えること、相手の意見
を聞き、その思いや考えを理解することで様々な価値観を受け入れる素地を育てます。

≪2年目研修≫
1年目研修と違い、毎回受講者にテーマを与えます。

そのテーマに沿ったそれぞれの考えをレポートに書き上げて期日までに担当者へ提
出する。研修当日に発表して、受講者内で質疑応答を行う。

1年目研修と違い、与えられたテーマについてじっくりと時間をかけて自分の考え
をまとめ、文章に表出することで、まずは自身で自分の考えを客観視することができ
ます。

そして、それを発表し合うこと、質疑応答をしあうことでひとつの物事（テーマ）
に対して色々な角度から見ること、考えることを意識できるようになる。



プレゼンテーション能力を高めよう

≪3年目研修≫

実際にプレゼンテーションをしていきます。

研修担当者よりテーマと発表時のルールが与えられ、それに沿って受講者がプレゼ
ンの内容を考え、作成してきます。2年目研修と違い、自分の考えや思いだけではな
く、プレゼンを受ける相手にどうやって伝えていくのかを考える力をつけていきます。

患者・家族の思いを代弁したり、カンファレンスで自分の考えを述べたり、医師に
対して提言する、医師の指示やコメディカルスタッフからの伝達事項などを、病棟内
で指示を出す、正確に申し送ることなどあらゆる看護実践の場面でプレゼンテーショ
ン能力が必要となります。そういった力を育てていきます。

≪4年目研修≫

プレゼンテーションの最終段階として、新入職の新人看護師へ「統合失調
症」など、精神疾患についての講義をしてもらいます。



教育委員長による研修 ～精神科看護基礎研修～

『自己理解』：類人猿分類①

類人猿分類②

自己理解ワーク

『家族看護』：こころを病む人を支えるコツ

『精神科看護援助論』：

          ①不安・睡眠障害・幻覚・妄想

 ②強迫儀式行為・鬱・躁・拒否否定・攻撃

 ③昏迷・依存・引きこもり・てんかん

 ④水中・摂食・BPD・解離

 ⑤せん妄・認知



教育委員長による研修 ～精神科看護基礎研修～

≪精神科医による研修≫

当院の精神科医が、様々な精神疾患を抱える

患者さんの「こころの内側」や「みえている世界」
について教えてくれます。



教育委員長による研修 ～
2年目対象研修～≪抗精神病薬の身体的副作用の研修≫

精神科では、「こころ」だけをみるわけではありません。こころと身体の両方を
みていくことができないと精神科看護はできません。

①循環器系：不整脈、肺動脈血栓塞栓症

②呼吸器系：誤嚥性肺炎、肺結核

③消化器系：麻痺性イレウス、急性胃拡張、

バクテリアル・トランスロケーション、

④内分泌・代謝系：メタボリックシンドローム、肥満、高脂血症、

肥満を介さない代謝障害(ﾋﾞﾖﾝﾄﾞ･ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ、水中毒、

悪性症候群、横紋筋融解症、高ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ血症)

⑤神経・運動器系：錐体外路症状、骨折

⑥免疫・アレルギー反応：皮膚疾患とアレルギー、顆粒球減少症



教育委員長による研修 ～３年目対象研修～

≪アンガーマネジメント≫

精神科看護の仕事は、感情を揺さぶられることの多い仕事です。自分の

感情の中で「怒り」の感情をコントロールする術を学び、患者・家族の

みならず、同僚やプライベートの人間関係の中で、「怒りによって後悔

しない」人生を送れるようしていきます。



教育委員長による研修 ～４年目対象研修～

≪マインドセット研修≫

自分の性格（パーソナリティー）だと思っているものの多くが、実は
この心のあり方（マインドセット）の産物です。そのマインドセット
をしなやかなものにし、豊かな人生を送れるようにしていきましょう。



教育委員長による研修 ～４年目対象研修～

≪ポジティブ心理学研修≫

「努力すれば成功する。成功すれば幸せになれる」。実はこの図式は
成り立ちません。幸せは成功に先行するものです。幸福感そのものが
競争力の源泉となります。この力を「ハピネスアドバンテージ（幸福
優位性）」と呼びます。研修を通して看護師としてだけではなく、一
人の人間として、幸せな人生を歩んでいきましょう。



その他の委員会による研修

◎看護記録委員会：看護記録の書き方

◎セーフティナース委員会：手指衛生、

PPE（個人防護服）、各種感染症対策

◎救命救急委員会：異物除去、縫合処置解除、ACLS

◎主任会：セルフケア理論研修

◎PST（プリセプターサポートチーム）：看護技術研修
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